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　皆様、こんにちは。
今年度、社会奉仕部門の地域社会奉仕部門、及び
青少年・学友委員会分の理事を仰せつかりました、
櫻井です。
　委員会の構成メンバーは、副委員長として西田会
員、委員に南出会員、松村会員、前山会員、
外山会員、岡本会員、今井康隆会員と、非常に精鋭メ
ンバーです。
このメンバーで活動を行ってまいりますので、１年間
よろしくお願いいたします。

　さて、社会奉仕は、私たちロータリアン一人ひとり
が社会の変化に適応し、地域のニーズを満たす奉仕
活動を行っていくことです。地域の諸団体との協力に
よる事業にもトライし、共にやりがいを感じて頂きた
いと思います。会員の得意とする職業上の能力や趣
味の力を生かしながら、必要とされる資金や人材の
提供までも含めて、地域社会にも参加を求めたり、地
域の諸団体と協力して奉仕活動を行います。また、社
会活動が一般社会の人々に十分認められるよう広
報などにも努めていきます。

具体的な内容は
１.社会奉仕活動を地域で行う居場所づくりを考え、一
般市民や青少年の活動の場を提供し支援します。具
体的な活動を委員の皆様、ロータリー会員と考えて
いきます。

２.泉大津献血推進協議会等と協力し、献血活動をしま
す。

３.環境保存や港湾美化啓発運動（清掃）を継続しま
す。

４.青少年委員会活動として地域の諸団体と協力して、
泉大津市主催のダンスイベントや泉大津市の子ども
食堂等に協賛・後援協力します。
　
　泉大津ロータリークラブの会員が、全員で参加出
来、楽しみながら社会奉仕活動が出来るよう立案・
計画し実行していきたいと思います。会員皆様のご理
解とご協力をお願い申し上げます。　　
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　　皆さまこんにちは。
　　今年度、国際奉仕部門の理事職をお預かりしまし
た西端です。1年間宜しくお願い致します。先ずは少し
時間もありますので各委員会の紹介をさせて頂きま
す。

　　ロータリー財団委員長に今井克範会員、副委員長
に杉本会員、籔野会員、中会員。米山奨学金委員長
に八木秀富会員、副委員長に釜野会員、八木昌彦会
員、深井会員。グローバル基金財務委員長に高寺会
員、副委員長に森口会員、丹農会員、榎本会員。以上
の3委員会で構成されます。

　ここからは事業計画です。
　　現在、ロータリークラブの国際的な組織体制は各
クラブ、国際ロータリー、ロータリー財団の3つの柱で
構成されており、これが一体となって世界中の地域
社会に永続的な変化を生み出しています。ロータリー
の活動も時代とともに活動範囲が広範囲になり、奉
仕の理念も変容して来てると地区協議会で聞きまし
たが、しかしながら、変わらないのはロータリアン一
人ひとりの奉仕に対する「思い」や「行動」ではないで
しょうか。奉仕の原単位は個人。個人の集まりがクラ
ブ、クラブの集まりが国際ロータリーと言う図式は今
も変わらないロータリーの原点です。
　　2024-25年度ＲＩ会長ステファニーＡ．アーチック
さんのテーマは「ロータリーのマジック」です。これは
様々な奉仕活動をすることで地域が変わり、新会員
を迎え入れることで可能性が広がるといった事です。
また2024-25年度の第2640地区では「四つのテスト
を実践しよう」となっており、ステファニーＡ．アーチッ
クＲＩ会長も「四つのテスト」の実践で世界はよりよく
なると仰ってます。

　　最後に、今年度はこれらの可能性が私どもの身近
で行われる関西国際万博の開催かも知れません。そ
こに「思い」と「行動」ともって参加することにより、世
界約80億人の国際交流のチャンスに遭遇し、各国の
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　文化や課題を感じることで、今後の国際理解や親善、
平和に向けた行動ができるのではないかと考えます。

　今年度の活動計画としまして
①2025年6月21日～25日に開催されますＲＩ国際大会
（カナダ・カルガリー）への参加の呼びかけ
②地区補助金を使った事業として泉大津市手話言語条
例の施行を機会とした手話教室への視聴覚機器の
提供

③グローバル奨学生の報告
④地区の関連委員会との連携　　
　それぞれについての補足説明ですが、
①の国際大会は今後またご案内いたしますが行かれる
方はご連絡ください。

②の地区補助金を使った事業は昨年度グローバル財団
委員長の細川さんに地区への申請書作成から提出ま
でを済ませて貰っており申請が通れば実行したいと
思っております。

③のグローバル奨学生の報告ですが、先日奨学生の岸
田くんが帰国してきましたので例会の調整をしました
がタイミングが合わず今回は来て頂けませんでした
が、渡辺会長を始め関係者と共に懇親会を開催させ
て頂き近況報告を聞かせて頂きました。無事にカリ
キュラムも終えて卒業となるのですが日本の様に卒業
式に証書など全てを貰えるのでは無いと言う事で年
内には報告書の資料が揃う予定ですので揃い次第
報告となります。

　　また、プチ情報ですが岸田くんは既婚者で2年間に
結婚したそうです。今回は単身赴任でスイスへ行かれ
てたそうです。

　　以上の活動計画を基に会員の皆様と1年を共有で
きればと思います。

　ありがとうございました。

　　最後にガバナー補佐　久保　忠生様より講評を
いただきました。 

ロータリーの目的

第 1　知り合いを広めることによって奉 

仕の機会とすること。

第 2　職業上の高い倫理基準を保ち、役立

つ仕事はすべて価値あるものと認

識し、社会に奉仕する機会として

ロータリアン各自の職業を高潔な

ものにすること。

第 3　ロータリアン一人一人が、個人とし

て、また事業および 社会生活にお

いて、日々、奉仕の理念を実践す

ること。

第 4　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世

界的ネットワークを通じて、国際

理解、親善、平和を推進すること。 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基盤として
奉仕の理想を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

四つのテスト

1.  真実かどうか

2.  みんなに公平か

3.  好意と友情を深めるか

4.  みんなのためになるかどうか

＝言動はこれに照らしてから＝


